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事業概要

１．背景
・水素社会の実現には、水素インフラの充実と普及拡大が必要
・水素専焼大型ガスタービンの導入により、水素需要を大幅に
拡大し、将来の水素消費量の目標達成に寄与

２．概要
・逆火リスクの高い水素に対し、高い逆火耐性をもち、かつ
低NOx化が可能な多孔噴流燃焼方式（クラスタバーナ）
の燃焼器を、モデルバーナ/シングルセグメント/燃焼器の
ステップで開発

・大容量水素供給装置を含む燃焼試験設備を構築し、
高温高圧下の燃焼器燃焼試験で性能を検証

３．事業期間
開始 :令和 2年7月
終了(予定): 令和 4年2月

研究成果

④大容量供給設備を含めた燃
焼試験設備設計技術
（燃焼器性能実証技術）クラスタバーナ設計フロー

②シングルセグメントの設計技術

③大型GT燃焼器設計技術①モデルバーナの設計技術開
発
項
目

１．高圧条件下のモデルバーナ要素燃焼試験において、
フラッシュバックの発生なくターゲット計画条件で
NOx 50ppm以下を達成

２．水素供給装置から燃焼シェルまでの系統構成を検討し、
成立性に目途

ターゲット計画条件

断熱火炎温度

NO
x

フィルムなし(中圧)

フィルムなし、短縮(高圧)
フィルムあり(高圧、低流速)

目標NOx:50ppm



事業名：水素社会構築技術開発事業／大規模水素エネルギー利用技術研究開発
／低炭素社会実現に向けた水素専焼対応型DryLowNOx高温ガスタービン発電設備の研究開発
発表者名：三菱パワー株式会社、三菱重工業株式会社

大型ガスタービン水素専焼の技術課題、目標
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ノズル設計（低NO性能とフラッシュバック（FB）耐性の両立）
・ノズル内の燃料濃度分布を制御し、低NOx性能とFB耐性を両立
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・大型・高効率GTは火炎温度が高く、燃焼速度が増加し
フラッシュバックの発生リスク増加低NOx燃焼とフラッシュバック
防止の両立は技術的ハードルが高い

・最終目標:実圧燃焼試験にて逆火の発生なくNOx50ppm以下達成

小型GT(1250℃級)

クラスタバーナの開発コンセプト
・燃料混合に旋回流を利用しないことで、フラッシュバック
の発生を抑制する

・燃料混合スケールを小さくすることで、短い混合距離で
均一予混合気を形成

水素専焼 クラスタ燃焼器
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●装置概略概要
・空気圧力：2.5MPaG
・空気温度：485℃
・燃焼温度：1800℃
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モデルバーナと試験装置

要素燃焼試験結果
・高圧条件でフラッシュバックの発生なくターゲット計画条件で
NOx 50ppm以下を達成した

ターゲット計画条件

断熱火炎温度

NO
x

フィルムなし(中圧)

フィルムなし、短縮(高圧)

フィルムあり(高圧、低流速)

目標NOx:50ppm
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実圧燃焼試験設備、大容量水素供給設備

大容量水素供給設備

・水素供給装置から燃焼シェルまでの系統構成を検討し、
成立性に目途

・水素は天然ガスに比べ体積流量が大きく、設備を巨大化
させないため、配管流速制限等、詳細設計中

400A

事業化へのスケジュール
・実用化に向けた設計術開発、大容量水素供給装置を含む
燃焼器検証設備を構築し、2022年度に燃焼器燃焼試験
により性能を検証。2025年に開発完了する計画。
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